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研究⼤学が産業を⽣む時代1
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⼤学は地域の産業創⽣の⼀員となっている
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台湾
陽明交通⼤学と新⽵サイエンスパーク

アメリカ
ニューメキシコ⼤学とアルバカーキ市

元学⻑ Robert Frank先⽣Oxford University Innovation (OUI)
元CEO Tom Hockaday先⽣

イギリス
オックスフォード⼤学とOUI(産連⼦会社)

オランダ
アイントホーフェン⼯科⼤学とTNO

陽明交通⼤学の産連チーム
Hank Huang副学⻑
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社会変⾰を牽引するとは、
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総合知によるイノベーションを創出して、経済の活性化を図る。

産学連携は⼿段であり、その先の産業創出や雇⽤の創出を⽬指す。

九州⼤学⾃⾝がもつ価値全てを提供する 九州にある九州⼤学の特徴を活かす

地域
コミュニティ

「世界に伍する勝負」と「地域からの世界を⽬指す」の両⽴⼤学はイノベーションの源泉・出発点である。

ビジョンと
リーダーシップ

サイエンス 教育と⼈材



なぜ⼤学⼦会社で進めているのか︖2
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九⼤OIP(株)（100％⼦会社）設⽴の狙い
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1. ⼩組織でスピードアップ
2. 産連⽀援⼈材の正社員化
3. 会社法のもとで事業運営

状況
・59名（アドバイザー等含む。現時点）
・台湾オフィスの開設

変化
・設⽴前︓年間で23名の応募で、1名採⽤
・設⽴後︓半年間で600名超の応募で、7名採⽤（その後、継続して採⽤） 

2024.05.24
2024年3月22日

2024年3月21日
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⼤学と⼦会社の関係
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95

本学の産学連携実績と他⼤学⽐較
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主要⼤学との現在値⽐較 2023FY本学の産連実績 2024FY

⾮連続な成⻑のために、産連活動を⼦会社を活⽤して事業拡⼤を狙う

独⾃の成⻑は顕著だが、国内トップ層とは依然として差がある
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研究成果発スタートアップ ⼀例
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研究成果発
スタートアップ

研究成果発
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ累計数

95社

上場企業時価総額

1800億円
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九⼤の事業推進の3つの特徴
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1 2 3①九州・沖縄20⼤学
②⻄⽇本26⼤学
まとめて⽀援

全国から常時
900名のCXO⼈
材の待機

福岡県CXOバンク

⼤学直下で事業
会社を運営

九州⼤学

九⼤OIP
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1 全国から常時900名のCXO⼈材の待機
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男性, 

93%

⼥性, 

7%

男⼥⽐

CEO, 

16%
COO, 10%

CMO, 2%
CFO, 7%事業部⻑, 

31%
知財, 4%

資⾦調達, 

3%

それ以外, 

27%

バックグラウンド

⾸都圏, 

68%

関⻄圏, 

13%

九州, 

8%
それ以外, 

11%

居住地

Ø 研究者と経営者候補の⼆⼈三脚のプロジェクト

年齢層

研究プロジェクトに外部経営者候補を配置

登録者数︓900名以上
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2 ⼤学直下で事業会社を運営
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OIP
HD

半導体会社 技術/ 知的財産・共同研究

設備/ 設備利⽤・開発スピードUP

教育/ ﾘｶﾚﾝﾄ教育・事業成⻑⼈材育成
九州⼤学

特定のプロジェクトは、合⽬的なR&D会社化する。

OIPの元で、⼤学の全アセットを投⼊する
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事業開発の事例
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スタートアップで一気に市場に放出する以前に
、大学リソースを活用した事業成長によるビジ
ネス立上げ

⼤学発スタートアップだけでなく、⼤学アセットをフル活⽤してビジネスの⽴ち上げ

九⼤孫会社での事業活動

検査事業

共同開発

⼈材育成
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3 ①九州・沖縄20⼤学②⻄⽇本26⼤学をまとめて⽀援
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⽂科省の基⾦事業（5年間）
Ø 九州・沖縄の20⼤学
Ø 主幹⼤学︓九州⼤学、九州⼯業⼤学

AMEDの基⾦事業（5年間）
Ø ⻄⽇本の26⼤学
Ø 代表機関︓九州⼤学
Ø 医療系スタートアップに特化して⽀援

オール九州・沖縄の連携（PARKS) 医療系特化型 創業前⽀援(QUICK)

産業創⽣を⽬指す時、九州⼤学単体で⽬指すことは考えていない
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その他 産業作りのためのリカンレト教育
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⽇本の建築業界の

99.2％は300名以下の中⼩企業

建築DXは⼀部の⼤企業のみの
⼿法にとどまっている。

⽇本で唯⼀の建築シミュレーションソフト 尾崎 明仁 教授

まずは『⼈作り』としてのリカレント教育から。



産学連携事業の進展3
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産連事業の3ステップ
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九⼤OIP(株)のあるべき状態
①産・学・官・⾦・⺠が役割と責任
②「知と⼈」の往来が当たり前
③オール九州・沖縄の産連融合組織

⼦会社化により

効率性と事業拡⼤の柔軟性を確保
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共⽣社会に向けた『知』の社会実装
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九州⼤学
伊都キャンパスへの移転
2005年〜

福岡県⽴
⽷島特別⽀援学校の開校
2024年〜

⽷島市
中⻑期的に、『誰ひとり取り残さない持続
可能なまち』につながるのではないかと考え
ております。



九州⼤学は、この地域にしかできない
『共⽣』を⽬指します。

以上




